
組織内議員の活動紹介

海外スタディで訪問したベトナムは、
〇〇主義国。

春・夏・秋・冬のうち、最も
労災が発生しやすい季節
は〇。

少子高齢化が進む日本で
すが、65歳以上の割合が
21％以上の社会を〇〇〇
化社会と呼びます。
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❶ http://www.cnd.or.jpにアクセス
❷ トップページの「組合員専用ページ」をクリック
❸ ID／パスワードを入力
 cnd holon142
❹ 入力フォームに必要事項を入力し送信

ホームページからご応募ください。 検索CND トヨタ

【応募方法】 記事の感想やご意見を添えてご応募ください。

ＣＮＤでは加盟組合のみなさんの個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を実施し、ご提供いただいた個人情報は以下の目的で利用します。また、その取り扱いに関する
契約を交わした業務委託先にその取り扱いを委託する場合があります。（詳細についてはＣＮＤのホームページ〈http://www.cnd.or.jp〉のプライバシーポリシーをご確認ください）
１．利用目的：HOLONへ読者の声として掲載・クイズ当選者への発送・お問合せ事項等に関するご連絡
２．利用後の処分について：上記の利用目的に使用した後は速やかに適切な方法で処分します。

個人情報の
取り扱いに
ついて

おめでとうございます！

ホロンクイズ当選者のみなさん

今回は総数108件の応募をいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございました!

札幌Ｔ／三浦栞 北海道Ｋ／奈良三佐子 岩手Ｐ／小笠原美幸
宮城Ｔ／菅野俊幸 新潟ＴＧ／小林優登 千葉Ｔ／小松正法
トヨタフリートリース／來住俊平 東京Ｒ／吉澤宏明 石川Ｔ／塩谷準
愛知Ｋ／谷川真 三重Ｎ／榎本真理子 びわこN／鈴木絵里香
大阪Ｔ／赤澤元彦 新大阪Ｃ／吉井倫 ニューリー北大阪Ｎ／延藤真通
奈良Ｔ／谷慈也 神戸Ｐ／加藤慎一 兵庫Ｋ／古谷和博
岡山Ｔ／中島朋美 福岡Ｋ／宮崎雅則

クイズ Vol.142 クイズ Vol.141

※ホームページで解答される方は ①答え、②答えと入力してください。

今号のＨＯＬＯＮはいかがでしたか？ さて、下記のクイズに挑戦して
みましょう。記事のなかにヒントが隠されているかも…。

 （2,000円分）

正解者の中から抽選で20名に図書カードを進呈！

1 2

3 4

Click! ID パスワード

・クイズの答え
・氏名
・郵便番号
・住所
・電話番号

・組合名
・会社名
・拠点名
・よかった記事の
 ご感想やご意見

※ご自宅に
送付します

。

答 え

　国会では、集団的自
衛権議論の先送り、消費税引き上げ時の
軽減税率導入の議論など、重要な課題
が山積しています。引き続き政府・与党へ
のチェック機能としての野党の役目を果た
していきます。
　さて、みなさんが取り組む政策・制度課
題は、より身近なテーマとすることが重要
です。なぜなら組合員は自分の将来に関
心があります。
　具体的には、出産や子育て、教育、雇
用、親の介護、定年後の年金など、ライフ
イベントが充実しなければ、生活は安定せ

ず、少子高齢化も改善されません。逆にこ
うしたライフイベントが充実すれば、クルマ
を買うゆとりも生まれます。
　労働組合として、ライフイベントの充実
に向けた取り組みを進めることは、生活と
販売という仕事の両面につながる政策と
なります。
　来春には統一地方選が控えています。
みなさんが政治にかかわる意義を今一度
再認識し、さらに充実した活動にしていた
だきたいと思います。
　私たち議員はその期待に全力で応えて
参ります。 （6月下旬記）

ライフイベントの充実は、生活と仕事の両面につながる

参議院議員 いそざき哲史
【 】衆議院議員

ふるもと伸一郎

【組合員数】

【執行部体制】

【組合結成】

【ＣＮＤ加盟】

【組合所在地】

59名（2014年5月14日現在）
執行委員長 中村 敬一
副執行委員長 中嶋 侑佳
書記長 三浦 毅
2014年5月14日

2014年5月28日

石川県金沢市
神田1丁目3番10号

私たちの

新しい仲
間が

増えました
！

トヨタレンタリース石川労働組合

現在の

ＣＮＤ加盟
組合

組合
1 8 8

CNDでは、労働組合のない
トヨタ系列販売会社にお勤
めの方の相談にのり、組合が
結成されるまでのサポートを
行っています。より良い職場
環境を望んでいる人、ひとり
で悩んでいる人…。そのよう
な方が身近にいましたら、
ホームページの「何でも相談
メール」からご連絡ください。
みなさんからの情報をお待ち
しております。

参議院議員 なおしま正行

イチローが信条とする、小さなことでも
一つ一つ積み上げることによって、大
きな目標を達成できるという考え方。
ことわざで表すと「継続は〇なり」。



ＣＮＤ労働安全キャンペーンとは？ なぜこのような活動をするの？

みんな
で 共有！

例え
ば…

●写真をみて考えられる危険をどんどん出し合う ●アイデアをどんどん出し合う ●アイデアを絞り込み、チームとし
ての具体的な対策を決定する

どんな危険が潜んでいるか？ 危険に対する対策は？ 具体的な対策を決定

「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」で取り上げている事例以外も、職場の危険箇所と具体的対策を考えてみよう！

キャンペーン資料には、この他にも熱中症予防法や、
労災発生時の対応の仕方などが掲載されています。

活動期間が終わったあとも、職場で保管し活用してください。

労働災害事例 ②労働災害事例 ①

　ＣＮＤでは労災ゼロを目指し、

さまざまな取り組みを実施して

いますが、残念ながら全国で年

間700件程度の労働災害が発

生しているのが現状です。

　今回はＣＮＤから各加盟組合

に向けて発信した「ＣＮＤ労働

安全キャンペーン」を紹介し、

職場の安全活動について考え

ていきましょう。

　厚生労働省が進める全国安全週間※の実施期間にあわせ
て、ＣＮＤから加盟組合を通じて各職場にキャンペーンを展開
し、労災ゼロの実現に向けて取り組みを行っています。
※全国安全週間…自主的な労働災害防止活動を推進するとともに、広く一般の安全意識の醸成と安全活動

の定着を図る目的として厚生労働省が進めています。毎年、7月1日～7日までを活動期間にしています。

過去3年間の労災の発生状況からみた傾向
ＣＮＤ加盟組合から寄せられる労災情報を分析してみると一定の傾向があることが分かりました。
いつ・だれが・どのような労災が発生しているのかを確認してみましょう。

2013年に発生した労災を事例別に分類すると、「転倒・転落の災害」と「工具の不適
切な取り扱いによる災害」をあわせると全体の災害の約4割を占める結果に！

■ 発生状況（2013年）

■ 勤続年数別発生件数

物にぶつかる・
あたる　7%

部品脱着時　6%

間に挟まれる　6％破片、バリなどによる切傷　6％

目に異物混入　5％

車両運転中の事故
5％

腰を痛める　4％

カッター・
スクレーパー使用時
3％

冷却水噴出などに
よる火傷　3％

ドア・スライドドアに
挟まれる　3％

リフト作業時　2% ベルト周りの作業時　1%

その他　10%

職場で実践！

　安全活動は、一人ひとりの意識は当然のことながら、職場や会社全体で労災をなくすんだ！という
強い思いで取り組まない限り、決してなくなることはありません。車の運転をする時、みなさんは

「あそこの道から人が出てくるかもしれない」「前の車が急に止まるかもしれない」といった“かもしれない運
転”を心がけていると思います。
　安全についても同様に「床を掃除しないと誰かが転倒するかもしれない」「鉄粉が目に入るかもしれない」
といった“かもしれない作業・行動”が労災を未然に防ぐことにつながります。
　労災に遭うことは、あなただけではなく、家族や職場の仲間にまで心配や迷惑を掛けてしまいます。誰かを
悲しませてしまうような労災を起こさないよう、職場全体で安全について真剣に考えていきましょう。

重大
災害

休業
災害

不休
災害 業務上の

災害

通勤途上
の災害

CND
Action!!

ＣＮＤ労働安全キャンペーン活動期間

7月1日（火）～31日（木）

　労働災害が発生しにくい職場環境は、一人ひとりの安
全に対する意識を高めることで構築されていきます。こう
した職場環境は、一朝一夕でつくられるものではなく、長
年の取り組みにより、風土として職場に根付かせること
によってつくられていくものです。
　今回みなさんの職場に配付した資料は、安全活動を
行う風土づくりを図るために、職場内での回覧やミーティ
ングなどで有効活用しましょう。

データ編

ＣＮＤ労働安全キャンペーン資料

危険予知トレーニング

約4割を
占める
結果に！

転倒・転落
26%

工具の
取り扱い
13％

実践編

現状把握 対策の検討 具体的対策

職場で共有しよう！ 販社で発生したあんな事例、こんな事例
「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」の資料では、2013年に発生した重点（休業）災害の事例を抜粋して掲載
しています。職場内回覧および職場ミーティングで、事例を共有しましよう。

推奨活動として、危険予知トレーニングを掲げています。危険予知トレーニングは、危険に対する感受性
を鋭くするためのもので「Ｋ（危険）Ｙ（予知）Ｔ（トレーニング）」ＫＹＴと略称されています。

勤続年数が浅い人ほど労災が発生し
ている傾向に…。経験値が少ないこと
に起因する知識や経験不足が考えら
れます。

午前中は10時～12時。午後は14時
～16時で多く発生している結果に…。
集中力・注意力が散漫になることが原
因の一つかも知れません。

1年のなかで最も多く労災が発生する
時期は7月～9月です。暑さによる注意
力・集中力の低下が原因の一つとして
考えられます。

■ 時間帯別発生件数

■ 四半期別発生件数
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6～10年 11～15年 16～20年 21年～

勤続年数5年以下の
人は特に注意！！

店舗の全員で共有！！

10時～12時と
14時～16時が注意！！

体力的にも辛い、
夏場は注意！！

まとめ

熱中症の
予防と対策

安全衛生に関する
労使議論について

労災発生時の
対応について

など…

《 2014年 安全意識啓発ポスター 》

エアホース、電源コードの長さを
必要最小限に調整する

床に工具や取り外した
部品などを直に置かない

通路にはタイヤや
部品などの

障害物を置かない！
外したタイヤは

通路に置かないよう
ルールを決める

ハブナット、インパクトレンチに
乗っかり転倒する！

エアホース、電源コード
に引っ掛かり転倒する！ タイヤにつまずき

転倒する！
使わない工具や
エアホースは
必ずしまう！

HO LON   V o l . 1 4 2 2HO LON   V o l . 1 4 23



成
長
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
自
動
車
市
場
は
、今
後
ま
す
ま

す
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、自
動
車
製
造
を
行
な
っ

て
い
る
T
M
V
の
製
造
工
場
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

成
長
を
続
け
る
自
動
車
市
場

　
今
回
訪
問
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｖ
は
生
産
工
場
の
ほ
か
に
ハ
ノ
イ・

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
を
中
心
に
販
売
・サ
ー
ビ
ス
の
オ
フ
ィ

ス
、デ
ィ
ー
ラ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
教
育
施
設
な
ど
ベ
ト
ナ
ム
国

内
に
合
計
5
つ
の
拠
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。2
0
1
3
年

の
Ｔ
Ｍ
Ｖ
の
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
お
け
る
新
車
販
売
台
数
は

前
年
比
33
%
増
の
3
万
3
千
2
2
8
台
、シ
ェ
ア
は
34

%
と
、過
去
最
高
の
数
字
を
記
録
し
ま
し
た
。ベ
ト
ナ
ム

に
お
い
て
は
ト
ヨ
タ
が
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、現
在
ベ
ト
ナ
ム
で
は
自
動
車
産

業
保
護
の
た
め
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
か
ら
の
輸
入
車
に
対

し
て
50
%
と
極
め
て
高
い
関
税
を
か
け
て
お
り
、ベ
ト
ナ
ム

国
内
で
生
産
し
た
車
は
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

2
0
1
8
年
ま
で
に

段
階
的
に
関
税
を
削

減
、撤
廃
し
て
い
く
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
ま

す
。外
国
の
車
が
安
く

輸
入
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
ベ
ト
ナ
ム
国

内
生
産
を
進
め
て
い
る

Ｔ
Ｍ
Ｖ
に
と
っ
て
は
不

利
な
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、ト
ヨ
タ
が

培
っ
て
き
た
原
価
低

減
、品
質
向
上
お
よ
び

人
材
育
成
な
ど
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
て
、今

後
さ
ら
な
る
生
産
・
販

売
台
数
の
増
加
、シ
ェ

ア
向
上
を
目
指
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
中
心
部
か
ら
北
西
へ
約
70
㎞
の
場
所

に「
ク
チ
ト
ン
ネ
ル
遺
跡
」が
あ
り
ま
す
。ク
チ
ト
ン
ネ

ル
遺
跡
は
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
作
ら
れ
た
手
掘
り
の

ト
ン
ネ
ル
で
、総
距
離
は
2
5
0
㎞
に
も
及
び
ま
す
。

今
で
も
戦
争
の
爪
あ
と
が
残
る
現
状
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た

ひ
と
つ
の
要
因

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
、こ
の
地
域
に
は
解
放
戦
線
の

拠
点
が
置
か
れ
、ア
メ
リ
カ
軍
の
度
重
な
る
空
爆
に

対
し
、ゲ
リ
ラ
戦
を
続
け
る
た
め
に
、こ
の
ト
ン
ネ
ル

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
三
層
構

造
に
な
っ
て
い
て
、

内
部
に
は
居
住
ス

ペ
ー
ス
は
も
ち
ろ

ん
、会
議
室
や
治
療

室
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
は
ト
ン

ネ
ル
の
存
在
を
認

識
し
て
い
ま
し
た

が
、複
雑
な
構
造
を

つ
か
ん
で
お
ら
ず
、

最
後
ま
で
攻
略
す

る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
膝
を
曲
げ
て
歩

か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
狭
い
ト
ン

ネ
ル
内
で
生
活
し

て
い
た
こ
と
は
、つ

ら
く
、苦
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
と
容
易
に

想
像
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

J
E
T
R
O
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
で
会
社

設
立
や
投
資
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
日
本
企
業
の
支
援
や
、

す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し
た
企
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、幅
広
い
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
、投

資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
栗
原
氏
よ
り
、ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
概

況
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
日
国
家
の
ベ
ト
ナ
ム

　
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
日
本
は
、第
1
位
の
O
D
A
供
与
国

で
あ
り
、2
0
1
3
年
度
の
援
助
金
額
の
約
3
分
の
1
を

占
め
て
い
ま
す
。そ
の
大
部
分
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、ベ
ト
ナ
ム
国
民
の
対
日
感
情
も
良
く
親

日
家
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。

　
近
年
、経
済
成
長
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、不
良
債
権
処

理
問
題
な
ど
も
抱
え
る
な
か
、政
府
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
講
じ
ら
れ
、直
近
で
は
貿
易
黒
字
へ
と
転
換
し
ま
し

た
。ま
た
、ベ
ト
ナ
ム
は
国
民
の
平
均
年
齢
が
若
い
こ
と
に
く

わ
え
、女
性
の
労
働
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
経

済
成
長
の
要
因
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、自
動
車
の
普
及
率

は
、バ
イ
ク
の
普
及
率
に

比
べ
る
と
10
分
の
1
程

度
で
す
が
、今
後
、伸
び

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
や

民
間
企
業
の
進
出
な
ど

で
日
本
と
非
常
に
強
い

絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
を
知
る
と
と
も
に
、平

均
年
齢
20
歳
代
と
い
う

非
常
に
若
い
国
民
の
パ

ワ
ー
は
、講
演
の
な
か
で

常
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

T
oyota Ly T

huong K
iet

（
ト
ヨ
タ 

リ
・
ト
ゥ
オ
ン 

キ
ェ
ッ

ト
）は
、ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
委
託
を
受
け
、

2
0
0
3
年
末
よ
り
ト
ヨ
タ
車
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
て
い
ま
す
。社
員
数
は
2
4
5
名
で
あ
り
、2
0
1
1
年

に
は
販
売
店
表
彰
に
お
い
て
、ベ
ト
ナ
ム
南
部
地
区
ナ
ン

バ
ー
１
、ベ
ト
ナ
ム
全
体（
23
社
）ナ
ン
バ
ー
3
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。今
回
は
、ハ
ノ
イ
市
内
に
あ
る
店
舗
を
訪
問
し
ま

し
た
。

販
売
会
社
の
抱
え
る
問
題
点

　
平
日
の
早
朝
に
訪
問
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、敷
地
内
は

サ
ー
ビ
ス
入
庫
車
両
が
列
を
な
し
て
お
り
、待
合
ス
ペ
ー
ス
に

は
修
理
待
ち
の
お
客
さ
ま
で
満
席
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
2
階
の
事
務
所
に
案
内
し
て
も
ら
う
と
、店
長
・マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
営
業
ス
タ
ッ
フ
が
笑
顔
で
お
出
迎
え
。壁
面
の
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
で
お
客
さ
ま
管
理
を
行
っ
て
お
り
、在
庫
や
受
注

管
理
も
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。日
本
の
営

業
活
動
と
大
き
く
違
う
点
は
、自
動
車
販
売
会
社
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、営
業
ス
タ
ッ

フ
個
人
で
は
車
は
保
有
し
て

お
ら
ず
、バ
イ
ク
で
営
業
活

動
を
行
っ
て
い
る
点
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
工
場
で
は
、1
日

平
均
80
台
の
入
庫
車
両
を
整

備
し
て
い
ま
す
。暑
い
工
場
内

で
献
身
的
に
整
備
す
る
姿
は

日
本
と
全
く
変
わ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
な
が
ら
ベ
ト
ナ
ム

で
は
、少
し
で
も
高
い
労
働
条

件
、良
い
労
働
環
境
の
会
社

が
み
つ
か
る
と
転
職
し
て
し
ま

う
人
が
多
く
、離
職
率
が
非

常
に
高
い
よ
う
で
す
。技
術
を

身
に
つ
け
て
も
離
職
し
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、慢
性
的
な
エ

ン
ジ
ニ
ア
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、2
0
1
1
年
か
ら
成
長
著
し
い
東
南
ア

ジ
ア
で
積
極
的
に
出
店
を
行
い
、2
0
1
4
年
1
月
に
ベ
ト

ナ
ム
初
出
店
を
果
た
し
ま
し
た
。今
回
、出
店
ま
で
の
道
の
り

と
オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
た
っ
た
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
イ
オ
ン
の
快
挙

　
日
本
で
イ
オ
ン
と
い
え
ば
誰
も
が
知
る
存
在
で
す
が
、ベ

ト
ナ
ム
で
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
、「
郊
外
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」と
う
い
う
業
態
が
存
在
し
な
か
っ
た

た
め
、取
引
先
や
テ
ナ
ン
ト
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、厳
し
い

交
渉
が
続
い
た
そ
う
で
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
迎
え
た
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
日
は
、来
場
者
数
が
、15
万
人
に
達
し
、入

場
制
限
さ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
営
業
方
針
に「
お
客
さ
ま
第
一
主
義
」を
掲
げ
、お
客
さ
ま
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う「
今
ま
で
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
＝
心
遣
い
」

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。惣
菜
コ
ー

ナ
ー
の
す
ぐ
隣
に
フ
ー
ド

コ
ー
ト
を
設
置
し
た
こ
と

で
、買
っ
た
も
の
は
す
ぐ
に

そ
の
場
で
食
べ
た
い
と
い

う
お
客
さ
ま
の
要
望
に
合

わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
な
ど
、日
本
の
サ
ー

ビ
ス
精
神
を
も
と
に
、顧

客
目
線
を
日
々
研
究
し
、

お
客
さ
ま
満
足
度
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
高
品
質
な
商
品
と
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
よ
っ
て
、イ
オ
ン
は
ベ

ト
ナ
ム
の
人
々
の「
信
頼
」

を
得
て
、着
実
に
浸
透
し

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　ＣＮＤでは、加盟組合から海外スタディチームの
参加者を募集し、2014年5月19日～24日の日程
でベトナムを訪問しました。
　東南アジア諸国において、著しい発展を遂げる
ベトナムの歴史や文化を実際に肌で感じることで、
労働組合の役員として幅広い知識を習得し、見識
を深めることを目的としま
した。ベトナムにおけるトヨ
タの製造と販売、また、ベト
ナムで活躍する人と文化を
学んできました。今回はそ
の一部を紹介します。

　第20回　ＣＮＤ
海外スタディ
チーム報告

正式国名 │ベトナム社会主義共和国　Socialist Republic of Viet Nam
首　　都 │ハノイ（人口645万人）
面　　積 │329,241平方キロメートル（日本の約90％）
人　　口 │9,170万人（2013年、出所：国連人口計画推計）
民　　族 │キン族（越人）約86％、他に53の少数民族
言　　語 │ベトナム語
主要産業 │農林水産業：48％、工業・建設業：21％、サービス業：30％

ベトナム社会主義共和国
Socialist Republic of Viet Nam

J
E
T
R
O（
ジ
ェ
ト
ロ
）

T
o
yo
ta
 L
y T
h
u
o
n
g
 K
ie
t

イ
オ
ン
モ
ー
ル
　
タ
ン
フ
ー
セ
ラ
ド
ン

T
M
V（
ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー
ベ
ト
ナ
ム
）

ク
チ
ト
ン
ネ
ル
遺
跡

　
今
回
の
海
外
ス
タ
デ
ィ
チ
ー
ム
で
は
、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
に

続
く
新
興
成
長
国
グ
ル
ー
プ（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）の
一
角
を

成
す
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。電
力
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
安
価
な
労
働
力
を
背
景
に
、世
界
の
製
造

業
が
進
出
し
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
発
展
を
遂

げ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
国
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、

ベ
ト
ナ
ム
人
の
活
力
や
元
気
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
5
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
し
た
が
、ベ
ト
ナ

ム
の
文
化
、歴
史
、社
会
を
は
じ
め
、現
地
で
活
躍
す
る

企
業
・
団
体
を
訪
問
し
、現
地
の
方
々
が
持
つ
価
値
観

や
自
動
車
産
業
の
動
向
、労
働
事
情
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、組
合
役
員
と
し
て
、幅
広
い
知
識
を
習

得
し
、見
識
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、今
後
の
組

合
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全体を通じて全体を通じて

ホーチミン市内の様子

世界遺産 ハロン湾

綺麗に駐車されているバイク

ハノイの田園風景

講演を聴く参加者
説明を聞く参加者

戦争時に使われたトンネル 説明を真剣に聞く参加者 当時のトラップ

製造ラインの説明を聞く参加者

綺麗な店内 イオンモールの概観

講演する栗原氏

エンジンを整備している様子 整理整頓されたショールーム

HOLON   V o l . 1 4 2 4HO LON   V o l . 1 4 25

HOLON 特集HOLON 特集



　高
齢
化
社
会
の
問
題
は
、近
年

ニュ
ー
ス
な
ど
で
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、実
は
、こ
の
問
題
に

つ
い
て
過
去
よ
り
有
識
者
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
警
鐘
が
な
ら
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　日
本
の
行
く
末
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
の
問
題
を
、行
政
は
改
善
の

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
試
み
る

も
の
の
、未
だ
大
き
な
効
果
を
あ
げ

ら
れ
ず
に
き
て
い
ま
す
。

　女
性
の
就
業
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、育
児
・
介
護
制
度
の
充

実
な
ど
が
必
要
で
す
。ま
た
、60
歳

以
降
も
働
い
て
も
ら
え
る
労
働
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　今
か
ら
で
も
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、日
本
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
、

こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今回のおうちマネー見直し隊は、

貯蓄ができない方必見！

　貯蓄ができるようになるための

3つの改善策を紹介します。将来

安定した生活をするために、今月

から貯蓄を始めていきませんか？

おうちマネー
見直し隊 参上！

貯金ができない人は必見でござる!!

見直し販蔵第六回 ┃ 貯蓄をしやすい体質に！  すぐに始めたい3つの改善策!! 

高
齢
化
・
高
齢
・
超
高
齢
と
は
？

　高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
全
人
口
に
占
め
る
割
合

（
高
齢
化
率
）が
増
え
る
こ
と
を
、「
高
齢
化
」と
い
い

ま
す
。
高
齢
化
は
、
そ
の
割
合
に
よ
っ
て
次
の
よ
う

に
呼
び
方
が
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
率
が
7
%
以
上
〜
14
%
未
満

高
齢
化
率
が
14
%
以
上
〜
21
%
未
満

高
齢
化
率
が
21
%
以
上

　日
本
が
7
%
を
超
え
た
の
は
1
9
7
0
年
で
、
14

%
に
な
っ
た
の
は
1
9
9
4
年
で
し
た
。「
高
齢
化
社

会
」 

か
ら「
高
齢
社
会
」に
な
る
ま
で
、
か
か
っ
た
年

数
は
25
年
で
し
た
。
さ
ら
に
2
0
0
7
年
に
は
、
21

%
も
突
破
し「
超
高
齢
化
社
会
」 

に
突
入
し
て
い
ま
す
。

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
み
る

日
本
の
今
後

　そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
ど
れ
だ
け
の
人
口
が
い
る

か
は「
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」に
よ
っ
て
表
さ
れ
ま
す
。

2
0
1
0
年
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
み
る
と
、
年

少
人
口
※
1
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
一
方
、
生
産
年

齢
人
口
※
2
が
膨
ら
み
、
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
が

年
少
人
口
と
同
じ
よ
う
な
幅
で
あ
る
少
子
高
齢
社

会
の
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
5
0
年（
推
計
）の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
み

る
と
、
2
0
1
0
年
と
比
べ
て
上
部
が
膨
ら
ん
で

い
ま
す
。
社
会
保
障
負
担
は
増
大
し
、
年
金
・
医
療
・

介
護
な
ど
が
大
き
な
課
題
に
な
る
こ
と
は
確
実
で

す
。
今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
高
齢
者
を
、
少

な
い
若
い
世
代
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
力
人
口
の
減
少
と
課
題

　内
閣
府
の
資
料
に
よ
る
と
、
労
働
力
人
口
※
3
は
現

在
の
傾
向
が
続
け
ば
2
0
1
3
年
の
6
5
7
7
万
人

か
ら
2
0
3
0
年
に
は
5
6
8
3
万
人
、
2
0
6
0

年
に
は
3
7
9
5
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
し

て
い
ま
す
。
労
働
力
人
口
の
減
少
は
生
産
力
や
経
済

力
な
ど
、
国
全
体
の
力
が
低
下
す
る
恐
れ
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
出
生
率
を
回

復
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
が
、
労
働
力
人
口
の

回
復
に
つ
な
が
る
ま
で
に
は
相
当
の
期
間
が
必
要
で

す
。
既
婚
・
子
育
て
中
の
女
性
の
就
労
促
進
と
元
気

な
高
齢
者
の
活
用
が
問
題
を
緩
和
す
る
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
政
策
効
果
が
十
分
に
発
現
し
、
出
生
率
が

2
・
0
7
ま
で
回
復
し
、
女
性
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並

み（
30
〜
49
歳
の
労
働
力
率
71
%
↓
90
%
）に
働
き
、

高
齢
者
が
平
均
し
て
5
年
長
く
働
け
ば
、
2
0
6
0

年
の
労
働
力
人
口
は
5
4
0
0
万
人
程
度
確
保
で
き

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
・
高
齢
者
が
意
欲
を
も
っ
て

就
労
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要

　女
性
の
労
働
力
率
を
向
上
し
て
い
く
た
め
に
は
、

保
育
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
な
ど
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
働
け
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

企
業
は
子
育
て
を
す
る
女
性
の
働
き
方
に
あ
っ
た
労

働
条
件
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
高
齢
者
に
は
蓄
積
し
た
経
験
・
技
能
が
発

揮
で
き
る
仕
事
の
や
り
方
、
労
働
時
間
の
柔
軟
化
、

意
欲
・
活
力
を
も
っ
て
働
け
る
場
・
職
種
の
創
設
な

ど
、
環
境
整
備
を
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

─【第九回】─

超
高
齢
化
で

日
本
は
ど
う
な
る
？

現
在
の
日
本
で
は
、総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割

合（
高
齢
化
率
）が
25
％
と
な
り
、日
本
人
の
4
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
の
超
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
高
齢
化
が
進
む
と
、近
い
将
来
ど
の
よ

う
な
問
題
が
起
き
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

時事ネタ
PICK UP

【各歳表示の人口ピラミッド】 〈出典：人口問題研究所「日本の将来推計人口」〉

　1973年岐阜県多治見市生まれ。自動車
販売ディーラーにて10年間勤務後、生命
保険会社にて保険の基礎を学ぶが、販売
方法に疑問を感じ保険代理店に転職。その
頃まだ珍しかった来店型保険ショップの立
ち上げに参画。同時期にファイナンシャルプ
ランナー（FP）知識の必要性を感じ資格取
得をしたのをきかっけに、どこの金融機関に
も属さないファイナンシャルプランナー事務
所を開設。みなさまの夢や目標を引き出し、
その夢を叶えるためのライフプランニングを
得意としています。心と体とお金の悩みを解
決できる異色な整体FPとして活躍中。

 おお さわ かず まさ

大澤 一雅 FP・アシスト代表監修

ohsawa@fp-assist.com

　貯蓄するには、まずは自分の支出を知ることが大
切です。そのためには、家計簿を活用していきしょう。
1円単位まで細かくつけるのは面倒で長続きしない
と思いますので、家計簿は交際費に10,000円、食
費に35,000円というようにざっくりつかめばOKです。

　家計簿を付けたら支出を振り返り、必要だった支出には
○印、どちらでもよかった支出には△印、ムダだと思ったも
のには╳印をつけます。すると、支出のなかには多くのムダ
があることに気づくはずです。このように家計簿をつけるこ
とによって、自分の行動パターンを見つめ直し、“支出の見
直し”と“細かい節約”でムダを省き、浮いたお金を貯蓄に
つなげます。

http://ameblo.jp/fp-assist/ブログ

こんなに
ムダが

あったで
ござるか

！

自分の支出を把握せよ！改善の心得

其の一

　レシートを全て保管し、レシートの残らない支出はメモしてお
きます。集計は週1回か月1回、やりやすい方法で。パソコンなど
に、食費や光熱費など、項目ごとに集計していきましょう。今は
スマホの家計簿アプリも豊富にあるので、アプリを利用するの
も便利で良いでしょう！

家計簿の付け方のコツ改善のポイント

　これらに備えるために金額としては、“毎月の生活費の半年
分～1年分”は準備しておきたいところです。まずは半年分を目
標に貯めるよう行動を起こしましょう！｠
　現在貯蓄がない方は、生活費が余ったら貯めるといったスタ
ンスではなく、給料やボーナスからの先取り貯蓄で、計画的に
取り組みましょう。

いくら準備すればいいのか？改善のポイント

自分のムダに気づく！改善の心得

其の二

　住居費や保険料など、毎
月ほぼ一定金額で決まって
出ていく“固定費”。これは
家計に占める割合が比較
的大きいので、見直しをす
れば節約の効果大です！

固定費の見直し改善のポイント

　突発的な支出は多くのお金が必要になる場合
も…。不測の事態に備えて、貯蓄とは別に準備
しておきたい余裕資金が「緊急予備資金」です。
用途は大きく分けると次の二つに分けられます。 

❶ 日常生活における一時的な支出
　慶弔費や家電買換えなど、突発的で予測しにくい支出。病気・ケガ
などのアクシデント的支出。

❷ 無収入になってしまった時（被災時）に必要な家計費
　当面の食費、日用品費などの暮らすための必要最低限の費用。

緊急予備資金の準備を！改善の心得

其の三
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齢
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齢
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齢
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コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
高
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る

イ
チ
ロ
ー
の
習
慣

　
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
ル
ー
テ
ィ
ン
に
こ

だ
わ
り
ま
す
。同
じ
ル
ー
テ
ィ
ン
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、「
こ
れ
を
や
っ
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
平
常
心
が
生

ま
れ
る
か
ら
で
す
。ヒ
ッ
ト
を
打
つ
と

い
う
結
果
に
こ
だ
わ
る
と
心
が
乱
れ

ま
す
。「
自
分
が
い
ま
何
を
や
る
の

か
」と
い
う
過
程
だ
け
に
集
中
し
、最

終
的
に
結
果
が
つ
い
て
く
れ
ば
い
い

と
い
う
ス
タ
ン
ス
な
の
で
す
。こ
れ
ま

で
の
積
み
重
ね
と
練
習
で
自
ら
の

「
技
」と「
体
」に
対
す
る
自
信
が
あ
る

の
で
、不
調
を
感
じ
た
と
き
は
心
技

体
の「
心
」を
見
つ
め
直
す
の
で
す
。技

術
を
安
定
し
て
発
揮
す
る
た
め
の
心

作
り
に
目
を
向
け
て
い
る
の
で
す
。

　
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
は
、ま
る
で
録
画
し
た
ビ
デ
オ

を
観
て
い
る
か
の
よ
う
に
、毎
回
同
じ

で
し
た
。同
じ
リ
ズ
ム
で
ア
ッ
プ
を
し

て
、バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
も
レ
フ
ト
、

セ
ン
タ
ー
、ラ
イ
ト
と
順
番
に
打
っ
て

終
了
し
ま
す
。ま
た
試
合
中
で
は
、ベ

ン
チ
か
ら
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
向
か

う
階
段
を
、前
の
打
席
で
ヒ
ッ
ト
を

打
っ
た
と
き
に
は
右
足
か
ら
、打
て
な

か
っ
た
と
き
に
は
左
足
か
ら
上
が
り

ま
す
。バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
と

き
は
、バ
ッ
ト
を
両
手
で
持
っ
て
上
に

あ
げ
、屈
伸
で
股
関
節
を
ス
ト
レ
ッ
チ

し
て
か
ら
、ゴ
ル
フ
の
ス
イ
ン
グ
の
よ

う
に
下
か
ら
上
に
振
り
上
げ
る
素
振

り
を
行
い
ま
す
。そ
し
て
バ
ッ
タ
ー
ボ

ク
ス
に
立
っ
た
ら
、左
足
の
軸
を
定
め

て
か
ら
右
足
で
持
っ
た
バ
ッ
ト
を
ピ
ッ

チ
ャ
ー
に
向
け
て
伸
ば
し
、立
て
た

バ
ッ
ト
を
静
止
さ
せ
て
、左
手
で
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
肩
の
あ
た
り
を
ま
く
り

上
げ
る
の
で
す
。こ
う
し
た
ル
ー
テ
ィ

ン
の
動
作
を
行
う
こ
と
で
、集
中
力
を

一
気
に
高
め
て
自
分
の
ペ
ー
ス
を
つ
か

ん
で
い
る
の
で
す
。

継
続
は
力
な
り

　
イ
チ
ロ
ー
選
手
に
、「
こ
れ
ま
で
に

行
っ
た
誰
に
も
負
け
な
い
練
習
は
？
」

と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
高
校
３
年
間

毎
日
寝
る
前
に
１０
分
だ
け
素
振
り
を

続
け
た
こ
と
」だ
と
答
え
ま
し
た
。

も
っ
と
ハ
ー
ド
な
練
習
に
つ
い
て
熱
く

語
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
、内
心

拍
子
抜
け
し
ま
し
た
が
、イ
チ
ロ
ー

選
手
は
一つ
ひ
と
つ
を
積
み
上
げ
て
い

く
と
い
う
考
え
方
を
高
校
時
代
か
ら

持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

小
さ
な
目
標
で
す
が
、毎
日
怠
け
ず

継
続
で
き
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が

り
、調
子
を
落
と
し
た
と
き
に
振
り

返
っ
て
、「
あ
れ
だ
け
や
っ
て
き
た
の
だ

か
ら
大
丈
夫
」と
思
え
る
目
に
見
え

な
い
財
産
の
よ
う
な
も
の
が
築
か
れ

た
の
で
し
ょ
う
。ま
さ
に「
継
続
は
力

な
り
」だ
と
思
い
ま
す
。

　
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
よ
う
な一流
の
選

手
か
ら
見
習
う
べ
き
点
は
、一
流
の
習

慣
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

高
す
ぎ
る
目
標
を
掲
げ
る
の
で
は
な

く
、頑
張
れ
ば
ク
リ
ア
で
き
そ
う
な
目

標
を
設
定
し
、そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
歩
一
歩
努
力
の
跡
を
積

み
重
ね
る
。ま
た
、心
技
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
、自
分
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
を
と
こ
と
ん
ま
で
や
り
続
け
る
。

素
質
の
高
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
て
ゆ

く
習
慣
術
こ
そ
、一
流
の
一
流
た
る
所

以
な
の
で
す
。

中
学
時
代
の
マ
ー
君
は

ど
こ
が
優
れ
て
い
た
の
か

　
中
学
時
代
の
田
中
投
手（
マ
ー
君
）

は
、飛
び
抜
け
て
運
動
能
力
が
高
い
選

手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で

も
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
バ
ン
ト
守
備
の

動
き
は
し
っ
か
り
で
き
て
い
ま
す
。駒

大
苫
小
牧
高
校
の
エ
ー
ス
と
し
て
甲

子
園
を
沸
か
せ
た
と
き
も
、送
り
バ
ン

ト
で
転
が
っ
た
打
球
を
素
早
く
処
理

し
、セ
カ
ン
ド
や
サ
ー
ド
で
ラ
ン
ナ
ー

を
刺
す
シ
ー
ン
が
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。田
中
投
手
が
バ
ン
ト
処
理
で
ラ
ン

ナ
ー
を
ア
ウ
ト
に
で
き
る
の
は
、相
手

の
気
配
が
読
め
る
選
手
だ
か
ら
で
す
。

試
合
の
流
れ
と
バ
ッ
タ
ー
の
気
配
か
ら

バ
ン
ト
を
察
し
て
、ボ
ー
ル
が
転
が
る

コ
ー
ス
や
ラ
ン
ナ
ー
の
走
塁
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
頭
に
入
れ
て
い
る
の
で
、投

げ
終
わ
っ
た
と
同
時
に
マ
ウ
ン
ド
を
駆

け
下
り
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
打
球
処
理

が
で
き
る
の
で
す
。「一歩
先
を
読
ん
で

動
く
」の
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、ま
わ

り
の
状
況
を「
観
る
」力
で
す
。問
題
意

識
を
持
ち
な
が
ら
、バ
ッ
タ
ー
を
観

て
、ラ
ン
ナ
ー
を
観
て
、守
備
に
つ
く

チ
ー
ム
メ
ー
ト
を
観
て
、そ
し
て
自
分

自
身
を
観
ま
す
。こ
う
し
た
能
力
は
、

負
け
ず
嫌
い
の
強
い
意
思
を
継
続
し

て
、「
観
る
」こ
と
を
習
慣
と
し
て
き
た

の
で
、身
に
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。

講
演
の
最
後
に

　
私
は
中
学
硬
式
野
球
チ
ー
ム「
宝

塚
ボ
ー
イ
ズ
」の
監
督
を
し
て
い
ま
す

が
、日
頃
か
ら
中
学
生
の
子
供
た
ち

と
接
し
て
思
う
の
は
、人
間
に
は
生
ま

れ
つ
き
の
一
流
も
い
な
け
れ
ば
、生
ま

れ
つ
き
の
二
流
も
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。ど
う
い
う
目
的
意
識
で
１
日
を

過
ご
す
か
、目
標
達
成
の
た
め
に
ど

ん
な
習
慣
を
作
る
か
で
、一
流
に
な
る

か
、二
流
で
終
わ
る
の
か
が
決
ま
る
の

で
す
。習
慣
と
は
、継
続
す
る
努
力
を

し
な
く
て
も
、無
意
識
に
続
け
ら
れ
る

行
い
で
す
。私
は
イ
チ
ロ
ー
選
手
に
学

ん
だ
習
慣
づ
け
を
チ
ー
ム
作
り
に
生

か
し
て
き
た
結
果
、田
中
投
手
の
よ

う
な
選
手
が
チ
ー
ム
か
ら
育
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

学
ん
だ
習
慣
術
が
、ひ
と
り
で
も
多

く
の
人
の
仕
事
や
生
活
を
輝
か
せ
る

ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
私
は
願
っ
て
い

ま
す
。

奥村氏の著書紹介

　
今
回
の
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
プ
ラ
ス
で
は
、今
年
１
月
に
開
催
し
た
C
N
D
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
参
加

者
よ
り
好
評
で
あ
っ
た
奥
村
幸
治
氏
の
講
演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。か
つ
て
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
専
属
打
撃

投
手
と
し
て
、寮
も
食
事
も
グ
ラ
ン
ド
も
共
に
し
、「
イ
チ
ロ
ー
の
恋
人
」と
呼
ば
れ
た
奥
村
先
生
。後
に
中

学
硬
式
野
球
の
指
導
者
に
な
っ
て
か
ら
は
、田
中
将
大
投
手
を
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。確
実
に
結
果
を

出
す
彼
ら
の
原
点
に
は
、「一流
に
な
る
た
め
の
習
慣
術
」が
あ
る
よ
う
で
す
。奥
村
先
生
だ
か
ら
こ
そ
知
る

イ
チ
ロ
ー
と
マ
ー
君
の
習
慣
術
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
仕
事
や
日
常
生
活
に
も
活
き
る
は
ず
で
す
。

夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

イ
チ
ロ
ー
と
マ
ー
君
が
実
践
す
る

「
自
分
力
」の
育
て
方

【CNDパワーアップセミナーとは】
パワーアップセミナーは、労
働組合で重要な役割を担っ
ている組合三役に対し、組
織のリーダーの一員としての
知識・見識の向上を目的とし
て、年に1回開催していま
す。今回は書記長を対象と
し、組織運営をテーマに2泊
3日で行いました。

　
講
演
の
内
容
を
み
て
、み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。日
本
に
留

ま
ら
ず
世
界
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
で
あ
る
イ
チ
ロ
ー
選
手
と
田
中
選
手
が
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
は「
日
々
の
習
慣
」で
あ
る
こ
と
に
多
少
の
驚
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。こ
れ
な
ら
自
分
で
も
で
き
る
と
思
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
？

　
少
し
ず
つ
の
継
続
が
習
慣
に
な
り
、結
果
、一流
に
な
れ
る
！ 

「
自
分
に
は
才
能
が
な

い
か
ら
」「
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
か
ら
」と
諦
め
ず
、目
指
す
べ
き
自
分
を
想
像
し
、

日
々
の
努
力
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、私
た
ち
は
成
長
で
き
る
も
の
だ
と
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
は
、仕
事
で
も
生
活
の
シ
ー
ン
で
も
役
立
て
る
内
容
で
す
。H
O
L
O
N

を
持
ち
帰
っ
て
ご
家
族
で
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

1972年兵庫県尼崎市生まれ。93年オリッ
クス・ブルーウェーブ（現オリックス・バファ
ローズ）に打撃投手として入団。94年イチ
ロー選手の専属打撃投手となり、日本プ
ロ野球最多210安打達成に貢献。「イチ
ローの恋人」としてマスコミで紹介され、
話題に。95年に阪神、96年に西武で打撃
投手。96年自らユニフォームを脱ぎ、米国
でメジャーリーグの野球を勉強。個人ト
レーナーとしてプロ野球選手らを指導し
た。99年に中学硬式野球チーム「宝塚
ボーイズ」を結成し、競合チームに育て上
げる。楽天の田中将大投手は教え子。現
在は同チームを応援するNPO法人「ベー
スボールスピリッツ」理事長も務める。

一流の習慣術
イチローとマー君が実践する
「自分力」の育て方
ソフトバンク新書

奥村 幸治 （おくむら・こうじ）氏講師
紹介
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愛媛トヨタ自動車（株）営業本部サービスグループ技術トレーナー の もと やす ひろ野本 泰啓さん

ネッツトヨタ福岡（株） ボデ
ィーセンター

ペイントスタッフ

 もと むら かん

元村 完さん

滋賀トヨペット（株） 栗
東店

エンジニア

 あや ち ひろ

綾 智尋さん

トヨタＬ＆Ｆ旭川（株） 旭川営業所フィールドエンジニア さ とう りゅう た佐藤 竜太さん

　仕事に対するモチベーションを高く持ち、イキイキとした働き方を紹介する
「お仕事魅力探検！！」をＨＯＬＯＮ138号より隔号で連載してきました。シニ
アスタッフ・女性スタッフ特集に引き続き、今回は第3回目です！
　近年、エンジニアになりたいと考える若者が減少し採用が難しくなる一方で、
車両販売だけに頼らない、企業体質強化に向けてサービス部門の重要性が高
まっています。
　存在がより重要になっているエンジニア職に注目し、今回の特集では「現場
で意欲・活力をもって働いている4人のエンジニアの声」を紹介していきます。

　今回の特集では仕事内容の異なる4人のエンジニアにインタビューさせていただき
ました。エンジニアになった大きな理由に、子どものころに経験したことがきっかけに
なったといった声が多くありました。エンジニア志望者の減少が課題とされるなか、エ
ンジニア職の魅力をいかにして発信していくのかが重要になるのではないでしょうか。
　また、そのためにも労使で働き方や処遇などを見直し、エンジニアをいままで以上に
魅力ある職業にしていくことが必要だと考えます。

Q3. エンジニアをしていて大変だと
 思うことは？ 
　フィールドエンジニアはお客さまの作業場に
出向き、整備することが多いのですが、道北と
いう地域柄、冬はとっても寒く、マイナス20℃の
なか凍えながら整
備するときはさす
がにこたえます。ま
た牧場も多く、牛
の糞まみれで整備
することも…（汗）。

Q4. エンジニアをしていて
 嬉しいと感じるときは？
　整備後にお客さまから「ありがとう」といわれ
ることが一番嬉しく感じます。また、不具合がで
たフォークリストを一発で直したときは「スカッ
とした気分」になりますね。

Q1. エンジニアになろうとした
 きっかけは？
　子どもの頃、隣の家に鉄工所があり、そこで
丸太を運んでいるフォークリフトを「かっこいい
な」って思ったのがきっかけです。中学生のとき
にはエンジニアになろうと決めていました（笑）。

Q2. フォークリフトを整備するうえで
 気をつけていることは？
　フォークリフトのタイヤは大きいもので直径
が170cm、重量が200kg以上のものがあるな
ど、一つひとつのパーツが何しろ大きくかつ重
いため、整備をしていると恐怖を覚えることが
あります。誤って落
としたりしたら、命
に関わることなの
で安全には細心の
注意を払って作業
しています。

ても無理な場合は、周りのエンジニアに助けて
もらっています。

Q3. エンジニアをしていて 嬉しいと
 感じるときは？
　点検や故障箇所を直すことによって、お客さ
まの不安が解消したと感じるときです。また、人
見知りということもあり、ずっと接客が苦手だっ
たのですが、最近、接客の楽しさを分かってきた
ことが嬉しいです。

Q4. 今後どのような仕事をして
 いきたいですか？
　昔から憧れていた職業なのでこれからもエン
ジニアを続けていきたいです。女性なので力仕
事には限界があることは理解しています。もっと
知識と経験を重ね、トラブルシュートなどもやり
たいと思っています。昔、私が感じたようにお客
さまに“まるで魔法のよう”と感じてもらえるよう
な仕事をしていきたいです。

Q1. エンジニアになろうとした
 きっかけは？
　子どものころ、事故で壊れた親戚の車が“ま
るで魔法のよう”に綺麗に直ってきたのをみて、
エンジニアに憧れるようになりました。小さいこ
ろから「私は整備士になるものだ」と思い込ん

でいました。両親も最初は
冗談だと思っていたみたい
ですが、中学生のとき職場
体験で知り合いの修理工
場にお世話になったときか
ら本気だと気づいたみたい
です（笑）。

Q2. エンジニアをしていて
 大変だと思うことは？
　最初はボルトが緩められなかったり、大きい
タイヤを持ち上げられなかったりと、力不足を
感じることがあったのが大変でした。助けを求
めずに自分でやりたいと思っていますが、どうし

ま と め

合格したときは、
自分のことのよう
に嬉しく思います
し、そのことがト
レーナーでしか味
わえない魅力だと
思います。またメーカー研修などで全国の販社
から集まってくるトレーナーと知り合えることで、
自身の成長につながっているところです。

Q4. 今後どのような仕事をして
 いきたいですか？
　サービスマネージャーや店長などの管理監
督者もいいですが、大好きなクルマと接するこ
とができるエンジニアとして働いていきたいで
す。トレーナーは若い人に引き継いでいく職種
ですが、できるのであれば、若い人の育成にも
関わっていきたいです。

Q1. エンジニアになろうとした
 きっかけは？
　作ったり改造したりするのがとても好きなこ
ともあって、子どものころに流行ったラジコンや
ミニ四駆にのめり込んだことがきっかけだと思
います。

Q2. 技術トレーナーとしての知識は
 どのようにして培ったのですか？
　エンジニアとしての基本的な知識は先輩に
教えてもらったり、社内研修で教えてもらいまし
たが、技術トレーナーとしての知識は独学です。
分からないことがあったらそのままにせず、理
解するまで調べることが重要だと思います。

Q3. 技術トレーナーならではの
 魅力は？
　トレーナー業務の一つにエンジニアの育成
があります。自分の教え子がトヨタ検定1級に

Q3. 仕事をしていて嬉しいと
 感じるときは？
　全ての仕事が完璧にできたときと、自分の技
術が上がったと感じたときが嬉しいです。何十
種類の塗料を混ぜ合わせ一つの色を作るため、
調色には知識と経
験が必要になりま
す。同じ色でもメー
カーによってクセが
違うので、一発で調
色が成功したとき
はとても嬉しいです。

Q4. 今後どのような仕事を
 していきたいですか？
　塗装は職人技が必要となる職種です。一人
前の技を身につけるには最低10年はかかりま
す。一人前の職人になれるよう若い人を育てて
いきたいと思っています。

Q1. ペイントスタッフになった
 きっかけは？
　元々は民間工場で板金の仕事をしていまし
たが、人員不足という理由で塗装をするように
なったのがきっかけです。当時は「塗装をやりた
い」と思っていた訳ではありませんでした（笑）。

Q2. ペイントスタッフで大変だったことは？
　板金や塗装は職人気質が強く、若いときは師
匠のマネをして仕事を覚えていくのですが、民間
工場で働いていたときは、師匠と呼べる人がお
らず、我流で塗装をしていました。そのため、失
敗ばかり重ねていたことと、その失敗がどのよう
な理由で失敗したのかが分からないときがとて
も大変でした。また、塗装の際は必ずマスクを着
用するのですが、マスクをすると通常の呼吸が
できなくなります。風邪などで体調を崩すと仕事
にならないので、健康には日々気をつけています。

つねに細心の注意を払って

“魔法のよう”と感じてもらえるような仕事を

“最低10年で一人前”の職人技

若い人の育成も魅力のひとつ
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組織内議員の活動紹介

海外スタディで訪問したベトナムは、
〇〇主義国。

春・夏・秋・冬のうち、最も
労災が発生しやすい季節
は〇。

少子高齢化が進む日本で
すが、65歳以上の割合が
21％以上の社会を〇〇〇
化社会と呼びます。

【必要事項】

C
N
D
機
関
紙
 ホ
ロ
ン

全ト
ヨ
タ
販
売
労
働
組
合
連
合
会
 〠
471-0832 愛

知
県
豊
田
市
丸
山
町
10-5-1　

☎
0565（

28）5000 　
http://w

w
w
.cnd.or.jp  ■

発
行
人
  鎌
仲
一
樹
  ■
編
集
人
  Ｃ
Ｎ
Ｄ
広
報
局
  ■
印
刷
  中
日
本
印
刷
株
式
会
社

V
ol.142

CND機関紙
ホロン

Vol.142
発行日 2014年7月9日

ご自宅に持
ち帰り

みなさんで

ご覧くださ
い！

02 CND Action!

 職場で実践！ 安全活動
04 HOLON特集

 第20回 CND海外スタディチーム報告
06 時事ネタPICK UP
 超高齢化で日本はどうなる？
07 おうちマネー見直し隊 参上！
 貯蓄をしやすい体質に！ すぐに始めたい3つの改善策!! 
08 HOLONプラス
 イチローとマー君が実践する「自分力」の育て方
10 お仕事魅力探険！！
 エンジニアスタッフの働き方
12 組織内議員の活動紹介
 私たちの新しい仲間が増えました！
 ＨＯＬＯＮクイズ

①声（意見・知恵） ②750
③ワン ④健康

2014年8月15日締切 HOLON 143号発表

❶ http://www.cnd.or.jpにアクセス
❷ トップページの「組合員専用ページ」をクリック
❸ ID／パスワードを入力
 cnd holon142
❹ 入力フォームに必要事項を入力し送信

ホームページからご応募ください。 検索CND トヨタ

【応募方法】 記事の感想やご意見を添えてご応募ください。

ＣＮＤでは加盟組合のみなさんの個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を実施し、ご提供いただいた個人情報は以下の目的で利用します。また、その取り扱いに関する
契約を交わした業務委託先にその取り扱いを委託する場合があります。（詳細についてはＣＮＤのホームページ〈http://www.cnd.or.jp〉のプライバシーポリシーをご確認ください）
１．利用目的：HOLONへ読者の声として掲載・クイズ当選者への発送・お問合せ事項等に関するご連絡
２．利用後の処分について：上記の利用目的に使用した後は速やかに適切な方法で処分します。

個人情報の
取り扱いに
ついて

おめでとうございます！

ホロンクイズ当選者のみなさん

今回は総数108件の応募をいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございました!

札幌Ｔ／三浦栞 北海道Ｋ／奈良三佐子 岩手Ｐ／小笠原美幸
宮城Ｔ／菅野俊幸 新潟ＴＧ／小林優登 千葉Ｔ／小松正法
トヨタフリートリース／來住俊平 東京Ｒ／吉澤宏明 石川Ｔ／塩谷準
愛知Ｋ／谷川真 三重Ｎ／榎本真理子 びわこN／鈴木絵里香
大阪Ｔ／赤澤元彦 新大阪Ｃ／吉井倫 ニューリー北大阪Ｎ／延藤真通
奈良Ｔ／谷慈也 神戸Ｐ／加藤慎一 兵庫Ｋ／古谷和博
岡山Ｔ／中島朋美 福岡Ｋ／宮崎雅則

クイズ Vol.142 クイズ Vol.141

※ホームページで解答される方は ①答え、②答えと入力してください。

今号のＨＯＬＯＮはいかがでしたか？ さて、下記のクイズに挑戦して
みましょう。記事のなかにヒントが隠されているかも…。

 （2,000円分）

正解者の中から抽選で20名に図書カードを進呈！

1 2

3 4

Click! ID パスワード

・クイズの答え
・氏名
・郵便番号
・住所
・電話番号

・組合名
・会社名
・拠点名
・よかった記事の
 ご感想やご意見

※ご自宅に
送付します

。

答 え

　国会では、集団的自
衛権議論の先送り、消費税引き上げ時の
軽減税率導入の議論など、重要な課題
が山積しています。引き続き政府・与党へ
のチェック機能としての野党の役目を果た
していきます。
　さて、みなさんが取り組む政策・制度課
題は、より身近なテーマとすることが重要
です。なぜなら組合員は自分の将来に関
心があります。
　具体的には、出産や子育て、教育、雇
用、親の介護、定年後の年金など、ライフ
イベントが充実しなければ、生活は安定せ

ず、少子高齢化も改善されません。逆にこ
うしたライフイベントが充実すれば、クルマ
を買うゆとりも生まれます。
　労働組合として、ライフイベントの充実
に向けた取り組みを進めることは、生活と
販売という仕事の両面につながる政策と
なります。
　来春には統一地方選が控えています。
みなさんが政治にかかわる意義を今一度
再認識し、さらに充実した活動にしていた
だきたいと思います。
　私たち議員はその期待に全力で応えて
参ります。 （6月下旬記）

ライフイベントの充実は、生活と仕事の両面につながる

参議院議員 いそざき哲史
【 】衆議院議員

ふるもと伸一郎

【組合員数】

【執行部体制】

【組合結成】

【ＣＮＤ加盟】

【組合所在地】

59名（2014年5月14日現在）
執行委員長 中村 敬一
副執行委員長 中嶋 侑佳
書記長 三浦 毅
2014年5月14日

2014年5月28日

石川県金沢市
神田1丁目3番10号

私たちの

新しい仲
間が

増えました
！

トヨタレンタリース石川労働組合

現在の

ＣＮＤ加盟
組合

組合
1 8 8

CNDでは、労働組合のない
トヨタ系列販売会社にお勤
めの方の相談にのり、組合が
結成されるまでのサポートを
行っています。より良い職場
環境を望んでいる人、ひとり
で悩んでいる人…。そのよう
な方が身近にいましたら、
ホームページの「何でも相談
メール」からご連絡ください。
みなさんからの情報をお待ち
しております。

参議院議員 なおしま正行

イチローが信条とする、小さなことでも
一つ一つ積み上げることによって、大
きな目標を達成できるという考え方。
ことわざで表すと「継続は〇なり」。


